
「笑顔いっぱい」であるために・・・「自己肯定感」

校 長 市橋 英雄

４月２０日（土）、今年度、最初となる授業参観。天候にも恵まれ、早朝より、多くの皆様のご来校

をいただきました。教職員一同、本校教育に寄せられた期待の大きさに、身の引き締まる思いをした

ところです。心からお礼を申し上げます。その後、プレイルームにおいて、教職員の紹介と、今年度

の学校経営についてお話しをさせていただきました。今年度もつながりを大切にした「オール西校」

を合言葉とし、「子ども達が主人公の学校づくり」を目指しながら、様々な教育課題に取り組んで参り

ます。

さて、「子育てで一番大切なことは何でしょう。しつけも大事、勉強も大事、しかし、一番大事なこ

とは、子どもの心に『自己肯定感』を育むこと。」こう指摘するのは、心療内科のDｒである明橋大二

先生です。自己肯定感とは、「自分が好き」「自分には良いところがある」、もっと言えば「自分には存

在価値があり、世の中や、他の人にとって必要な人間だ」と思える気持ちです。こうした気持ちは、

人間にとって、やる気を持って行動を起こしたり、様々な困難を乗り越えて生きていく際に、とても

大切な心のあり方です。

右のグラフは、ある研究紀要に掲載

されていた高校生のデーター。左から、

日本・アメリカ・中国・韓国と並んで

います。日本の高校生の自分に対する

評価は、4人に3人までが、自分に不満

足な状態にあると報告されています。

我が国の謙虚で、控えめであることを

尊ぶ国民性も無関係ではないでしょう

が、4カ国中、最も低い状態というのは、考えもの。多少の凸凹はあっても、どの子にも、自信を持っ

て人生を歩んで欲しいと願います。

では、どうすれば『自己肯定感』を育てることができるか。まずは、友だちや周囲の大人に褒めら

れ、認められることで育つと言います。なるほど、確かに今、6年生が1年生の教室に行き、授業が始

まるまで、簡単なゲームを行ったり、身支度のお手伝い等のボランティア活動をしていますが、1年生

から「ありがとう」、担任からは「助かったよ」などと、毎日のように感謝されています。この取り組

みが、最高学年としての自覚を促すだけでなく、子どもたち自身の自己肯定感を高めていることは、

彼らの楽しそうな表情からうかがえます。

次に、他者を尊重しながら、自己を尊重するという、人権教育の視点に立って関わることが大切だ

と言われています。教室においてはどの子も、堂々と自分の意見や、考えを言える環境、互いを認め

尊重し、互いに助け合える仲間づくりをめざします。それこそが、自己肯定感の育成とあわせ、本当

の学力づくりの根幹を成すものだと考えるからです。

最後になりますが、「オール西校」は支える大人だけのものではなく、子どもたち同士も「オール西

校」で成長していってほしいと願います。



西校の特別支援教育～一人一人の輝く笑顔のために～

西小学校では、「全ての子どもが楽しく生き生きと学校生活

が送れるように」と全教職員が願って、日々、子どもたちと

全力で関わっています。お子さんが「何に困っているのか」、

そして「どのような支援ができるか」を『子どもの立場に立

って』考え、学校と保護者・地域等が連携し、子どもたちに

とってどのような支援が必要か考えていきたいと思います。

ご質問や相談がありましたら、気軽にご連絡ください。

特別支援教育コーディネーター（田村、芳川）教頭

岩内西小学校ホームページ更新中！
学校ホームページでは今年度も、学校の取組

や、日々の学校生活の中で見られる子どもたち
の微笑ましい姿などを紹介していきます。「つ
ながり」を大切に、「笑顔」と「元気」をお伝
えできるよう頑張ってまいりますので、どうぞ
ご覧ください。

４月６日(土)、今年度の入学式を行いまし

た。全校児童、保護者の皆様が見守る中、明

るくあたたかな雰囲気の入学式になりました。

新入生34名は、緊張していたお子さんも見ら

れましたが、名前を呼ばれると、「はい」としっ

かり返事ができたお子さんもたくさんいまし

た。とても立派でした。迎えた２～６年生の

表情がとてもよく、元気な1年生を迎え、223

名で良いスタートが切れたと思います。

子どもたちは、学校にとっても大切な宝物です。元気に伸び伸びと過ごしてくれることを心から祈っています。

家庭訪問が終わりました。
ご協力ありがとうございました。

２６日（金）で家庭訪問が終了しました。保

護者の皆様からは子どもの家庭での様子や学校

への要望等、貴重なご意見をいただきました。

保護者のみなさまからお話いただいたこと、地

域を回って感じたことをこれからの学校運営に

生かしていきたいと思います。また日常的にも

子どもに関する心配事や学校へのご意見ご要望

等がありましたら、いつでもお申し付け下さい。

ゴールデンウィーク
緊張の中で過ごした１ヶ月が終わりました。特に新入生

は、疲れも出ている時期かと思います。各家庭とも連休中

の過ごし方を工夫していただき、心と体がリフレッシュで

きた形で、５月を迎えられるようにしたいものです。また、

連休中は、子どもたちの交通安全にも十分留意されるとと

もに、水の事故、またケガや病気にもお気をつけください。

子どもたちの健康等で大きな変化があったときには連絡

をお願い致します。

本校では、原則として、児童の校内への

「携帯電話の持ち込み」を禁止しています。

保護者の方がやむを得ず校内への持ち込み

が必要と判断された場合は、所持規則を確

認していただき、理由を詳しく書いた「持

ち込み許可申請書」を提出していただきま

す。申請書が必要な場合は担任にお知らせ

ください。（許可は持ち込みだけで、校内

での使用は禁止です。）


